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「高い志、深い配慮」

そ して堂々とした

医学科 第 一汁 一期 生 自一 名の皆 さん、 並び に、看

護学 科第十 期生六十 八名の皆 さん、ご卒業おめで と

う。

卒業生の皆 さんは もとより、皆 さん を今 口まで育

て られた こ父母の皆様の感慨 はひ としお と思 い、重

ねてお祝 いを申し トげます。

皆 さんの卒業は、折 しも世界同時不況 と言 われ る

空 前の景気後退の時期 と重な り、卒業 と同時 に、吹

き荒 ぶ荒波 に大き く揉 まれ ることになるか も知 れま

せん。その点で皆 さんは、先の 見えない時代の狭間

で、漠 とした不安 を抱 いているのではないで しょう

か。

思 い起 こしてみ ます と、今か ら36年 前、 本学 が産

声 をLげ た昭和48隼 当時 もまた、変動為 替相場への

移行 とオ イル シ ョックが重 な り、 狂乱物価へ と突 き

進み つつあ りました。 そ して、庶民の暮 らしは、瀬

戸際 まで追 い詰め られつつあ り、極 めて厳 しい時代

で した。 当時は、 よた、「医療 格差」 が、今 よ りは

るか に大 きく取 り トげ られてお りました。

そ の様 な時期 に、1地 方医療 の新た な担 い手1を

育成 しよう という、国の確固た る方針 の もと、旭川

医科 大学は誕生 したのです。 「医療 格差解 消」の、

百 わば 「希望の星1と して 木学 が誕生 した といって

も過 昌ではあ りません。不安 な時代の 風を背 に受け

なが らも、他 方で、 大きな希望 を胸 に大学の門 を く

く"った第 ・期生の ・人が、 この私 で した。

以 来36年 一一。その間 も大学 の歩 みは決 して平坦 な

ものではあ りませんで した。 今か ら10イト程前 には 、

「人前力」を

学 長 吉 田 晃 敏

医師過剰論 が まこ としやかに登場 し、110年 後には

1万5千 人の医師が余 る」「30年後 には2万6千 人

の医師過剰 となる」 な どと言われ ました。 当時の卒

業生は、恐 ら く、大 きな不安を抱 えなが ら旅立 って

い ったのだ と思い ます。

しか し、現実 は どうだったで し ょうか。

医師過 剰 どこ7)か 、今、医師不足は ます ます深刻

とな ってい ます。 加えて、'F成lfi年 に スター トした

新たな研修制 度で、大学の研修医が激減 し、道 内で

も至 るところで、診療科の休診が相次いでいます。

政府は、Rの 前で起 こって いる深刻な医師不足 を見

て、 ようや く方針 を転換 し、医師の増 員へ と舵 を切

りま した。 また、皆 さんの期 から、木学 で研修 を受

け る方 々には、2年 間の 内、1年 以 』の期 間、将 来

の専門科を選択 出来 る 「特別 コー ス」が認め られ ま

した。

・方
、肴護 師 不足 もまた深刻です。人院患者7人

に対 し1人 の看護i師配置 が最 も岬想的だ とする、い

わ ゆる17:1体 制」 を国が推奨 した事 で、ii師

のニー ズは ・気に高 ま り、その結 果、看護 師不足 も

全国で 大きな問題にな ってい ます。

この ように 見てい きます と、確 かに今は、下安定

な時代に突人 していますが、医師そ して看護師 への

ニー ズは、逆 に高 まりつつあるのです。

医療 人を社会へ と送 り出す我 々大学 に とっては、

この医師不足、看護 師イ・足 とい う現実を 見据 えなが

ら、地域医療の質 をいかに守 るか とい う点が、い ま、

喫緊の課題 とな っています。



旭 川医科 メく学 では、卒 業後に イく学 で医師の 初期研

修を行 う ノJに対しては、その間、 月額20万 円を貸 ケー

〔、将*i、 地域の病院 に同 じ期間勤務 した場 合には、

貸 伊金の返還 を免除す る制度 を去年4月 にス7一 ト

させ まLた 。本院に勤務す る看護師 に対 しては、病

院外での研 修費川の 全額 を 大学 が負担 し.ています。

これ らは畝な、他の国立 尺学病院 で も例がな い優遇

策で、 人いに成果 を トげていますuさ らに、安心 し

て出産 、育児及び ∫卜護が出 恥る1復 職 ・tiiて ・介

護 芝援 セン ク…」(略 称i-aセ ン7-」)を 設畳。

従来の 夏休み休暇 を 「リフ レッシュ休暇1と 名称を

変 え、1年 中 いつで も取 得で きるようにす るな ど、

待遇 面での改1射 こも〃を 入れてい 昌ミすQ

これ らの制度 改革 、並び に、地 域枠 な ど数 をの

「人試改 革1を 通Lて 、北海道の地域 医療 に取 り組

む医師 ・看護師を、旭川医科 大学が責/「を持 ・て育

ててい くのだ とい う熱 い メリセー ジを、内外へ小す

ことが出 来た と、学 長 として、 自負してお ります。

い よ、皆 さんの眼 前には、医師そLて 石護師 とL

て活躍で きるステー ジが広が ってい ます。そ こで問

われるのは、i、療 八とLて 、ひ と りの 人間 とLて の

わです、,1高い志1を 決 して忘れず、同時 に、1深 い

配慮1を 欠か さない医療 人に成長 して ください。志

の1白jさが、皆 さんの将 斗(を決す るは一」£です。他方で、

、患 者やその家 族、あ るいは 共に働 く者への配慮の深

さが、皆 さんの、医療 人とL.て の仙fll'1を高め るでL

J、う。

そ して、 もう 一・)。私が特 に 今、 人こ切だ と→ラえて

いるのが 「人前 力1(ひ とまえ りr⇔ です、,人前で

明確にヲ レゼ ン'7シ ョン出来 る 〃が、1人 前 加

ですが、これは ビジネスの世 界に限 った話ではな く、

医療 界に とって も、極め て重要な能 力だ と私は考 え

てい ます。1医 療の 信頼 を取1)戻 す」 ため、 公式 の

場で堂 々とLた 熊 度を とれ る 力は、極めて重 要です

し、患者 に 対し、医師 として 明確な治療指釧 を示す

力の有無 も、 今後 よす よす問 われ るこ とにな ると思

い ます。

私は学 長 として、皆 さんが学入だ ここ旭川医科 左

学 を、皆 さんが益s誇 れ る 左学へ と飛躍 させてい く

ことを お約 束 します。皆 さん も、医学 ・看護学 ・医

療 の実践の場 にお いて、1高 い志1そ して1深 い配

慮1を 忘 れない、堂 飢ヒした1人 前力 」を持 ら合わ

せ た医療 人に成長 され ることを、心か ら期待 し.てい

ます。

母校 に残 られ る ノ∫々とは一緒 に、母校(ノ)改革を進

め てい きよLよ う。 母校 を割れる 方 をとは、近 い将

斗(、改革後の母校で一緒 に働ける ことを心 か ら待ち

望、//でいます。

残 る 昌 ・旅v_一,.、 それぞれに とって 、ここ旭川

医科fは 、昨 日も今 日も、そLて 明 日も、皆 さん

の 母校です。

今後のご活躍 を心 か ら願 ってい ます。
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医学科31期 生に送る言葉

皆さん、卒業おめで とう。旭川医大 におけ る6年

間の学生生活 では、怪我 や病気 をした り、精 神的に

落 ら込んだ り、いろいろな 苫労があ ・)たと思い ます。

各人の努 力、精進 の結 果 として、そ してご両親か ら

の支援のお陰で無事 に卒業で きた こ とを心か ら祝福

します。6年 間の学生生活 を支援 して くれたこICJ親

の心労は、大変 なものであ った と思 い ます。今一度 、

ご両親 に心か らの感謝の言葉を伝えて下 さい。

医学科 を卒業 し、国家試験 を終 え、 これか ら医療

者(あ るいは基礎 研究 者)を[指 そ うとして いる皆

さんの胸中を満た しているのは、 どん な感情で し上

うか?将 来への不安、希望 、成功への期待、友 との

惜 別の悲 しみ、社 会への憤 り、病め る人への同情 な

ど、 さま ざまな要素 の感情 が皆 さんの心 を満た して

い ると想 像 します。社会 人 として生活 してい く中で、

ある感情 は薄れ、 別の感情は強化 されてい くことで

しょう。学 生か ら社会 人 とな るこの 人生の大 きな転

換点 を心の原点 として、 これか らの 自分の成長 と変

化 を常 に比較 しな が ら、 自分 白身の人生を展開 して

欲 しい と願 ってい ます。

学生時代は、全員が同 じ教 育課程 を受 けます。 し

か し、 これか ら何を、 どの ように、 どこまで学ぶ か

は 各人次第です。 医学 科での学 業成績は忘れて、心

を リセ ・ソトして ドさい。 これか らが本当の勉強で、

これか らが勝 負です。 多 くの経験 と高度な知識 ・技

術に裏打 ち された臨床 医 ・研究者 にな って ドさい。

4

医学科第6学年担当 柿 崎 秀 宏

ク…ルな頭 を持 ちなが ら、病め る人の気持 ちを理解

し、忘れな い人間性 豊かな臨床医 ・研究 者になって

下 さい。各人が進む道は、それぞれ異な りますので、

他 人の成果や成功に気 を取 られ ることな く、 自分の

道 を切 り拓いて ドさい。

医療 者 ・研究者 としての仕事は、楽 しいこ とばか

りではあ りません。苦 しい こと、つ らいこ とも多 く、

失敗はつ きものです。で も、 人生 は楽 しいです。 い

つ も明るい心持 で、困難 を乗 り越 えてFさ い。 自分

が 口頃大 切に している2つ の言 葉を皆 さんに送 りた

い と思い ます。 それは、sagacityとprobityと い う言

葉です。sagacityと は健 全な判断力であ り、probity

とは高潔 さ、心が高 く、清廉潔 白であ るこ とを意味

する言葉 です。個人 として、医療者 として、社会人

として、 このsagacityとprobityを 大切に しなが ら、

これか らの 人生を送 って下 さい。

学年担 当キ任 として、31期 の皆 さん との交 流は ト

分ではなか った と自省 しています。卒業 して20年 あ

るいは25年 位 たつ と、祉会的 にも落 ら着 き、そろそ

ろ同級生が集 ま りた くなる時期です、,卒業後20周 年

あ るいは25周 年 記念 の同期 会 が開催 され る場 合に

は、是非私に も声 を掛けて下 さい。立 派に成 長 した

皆 さん と再会で きるこ とを楽 しみに しています。

医学 科31期 生の皆 さん、卒業 おめで とう。

(泌尿器科学講座 教授)



看護学科第10期 生を送るにあたって

看護学科第10期 の皆 さん御卒業 おめで とうござい

ます。4年 間の研讃 と努力に まず敬意 を表 したい と

思 います。 今皆 さんが 入学 した4年 前の こ とを思 い

出しています。 ご父兄を前に して2つ の希望 につい

て話 した ことを憶 えて います。 まず この貴重 な4年

間を何 よ りも楽 しく過 ごせ旭川医科 大学 で過 ごせた

ことが良か った と思 えるこ と、一 方で資格 として国

家試験 に合格する能 力を身につける こと、で した が

今それが現実の もの にな り大変 うれ し く思 ってい ま

す。

免疫反応で主 となる ものは適応性 免疫 とよば れ、

異物 を認識す る リンパ球集団が遺伝 的に固定 された

ものではな くそれを基礎 としなが ら環境 に応 じて変

化する、つ まり 「可塑性 」を持 ってい ることが特徴

ですが、最初の適応 はほ乳類では胸腺で行われる と

い うことをまだ憶 えている と思い ます。 リンパ球集

団が胸腺で正お よび負の選択 を受け るがご と く皆 さ

んは今、人学 とい う胸腺の場で周囲 から強 い影響 を

受けなが ら分化 ・成長を遂げ ま した。胸腺(大 学)

を出て末梢(社 会)に 出 ようとす るナ イーブなT細

胞の ようですが環境次第で充分 な能 力を 発揮する こ

とが出 来ます。それ らは今後様 々な刺激 を吸収 しな

が ら同様の状況 に対峙 した ときには、 まさに記憶T

細胞の如 く少 しの くるい もな く正確 にかつ迅速 に対

処す る能 力を身 につけてい くこ とで しょう。 しか し

なが らT細 胞 と皆 さん との違 い もあ ります。T細 胞

には 自発性 はあ りません。 た くさんの グn-一 ンがそ

れぞれ環境 に応 じて変化 し全体 として個 を形成す る

ものです。皆 さんは大学では 「白ら考 え、 自 ら解決

策 を探 り、それを実行す る行動 力を身 につけ るこ と」

を常 に要 求されて 来ま した。 その結果環境 に適応す

るのみな らず逆 に環境に働 きかける能 力 も身 に着い

たこ とと思います。

私 は以 前この1か ぐらおか」に新入生歓迎文の巾

看護学科第4学年担当 木 村 昭 治

で医療 人のプロ意識 について書 きましたが皆 さんに

はプロフ ェッシ ョナルの 自覚を持 っていただ きた く

再度書 きます。私は研究者 とい う立場 にあ りますが、

いい研究 者とは24時 間研究の こ とを考 えることの出

来 る人である と考 えています。 これを医療現場 にあ

てはめ ると、いい医療 人 とは24時 間患者 さんの こと

を考 え ることの出来 る人であ る と言えます。 これは

易しい ことではあ りませ んが医療は 命がかか ってい

る特殊な ものであって、患者 さんは 命をかけて皆さ

んを頼 っている ことを忘 れては な りません。 それに

対 しては皆 さん方 にはいささかの1tえ も許 されず、

同 じく命がけで対峙す るしかあ りません。技術何 よ

りもまず この意識 を持 ってい ることに より皆 さん方

は尊敬 されるはずの もの なのです。 プロ意識の継続

には 「常住死身」の精 神で 口々自身を鍛錬 し続け る

必 要があ ります。

看護学 も時代の要請 や社 会情勢の変化に従い変 わ

り得 ます。医療 ・福祉制 度や保険制度 も変わ るし、

実際 に大学に於け るカ リキ ュラムの変更は頻回 に行

われ現在 もよ り時代に即 した 方向に向け検討 が続け

られて い ます。 しか しなが らそれ らがい くら変わ ろ

うとも看護の某本精神は変わる ことな く、又皆 さん

ノ∫は今や い くらかの問題解決能 力を身 につけ ていま

す。従 って時代が これか らどの ような方向に向かお

うともその能力 を現場で発揮すれば難局 があ って も

なん ら恐 れるこ とな く前進 していけるで し ょう。私

は昨年交通事 故で大学病 院に2ヶ 月足 らず入院 しま

した。 その際本学の卒業生に看護 していただ き まし

たがそ こには もう私が病理な ど講義 していたころの

姿 は微塵 もな く溌渕 と的確 に動 くまさに看護師の姿

があ りました。 今、数年後の皆 さんの姿 をそれに重

ねて想 像 しています。皆 さんのご活躍 をお祈 りしま

す。

r



卒業にあたって

医学科第31期卒業生 伊 尾 紳 吾

ハ プニン グに よ り、病室 か ら3

口問通 った 国家試験 を終 え、 少 し

ほ っ として いる。最善 の策 を考 え

て くだ さった先生 方、 支えて くれ

た 同期 や後輩達 への 感謝の 気持ち

が試験 問題 に向 か う白分 を後 押 し

して くれた。

6年 間の大学生活 を振 り返 ってみる と、楽 しいこ

とや辛 い こと、た くさんの思い出があ り、 どれ も旭

医 に入学 し、 ここに集 う仲間達がいなければ出来な

かった思 い出ばか りで あ る。 「出会 い1は 大 切だ と

しみ じみ感 じる。

また、勉強、部活、趣味、 どんな もので も良いか

ら真剣 にな って取 り組 める もの を見つけ、本気 で継

続 するこ とも大 切だ と思 う。何かを継続 していれば、

かな らず大 きな難題 に直面す る時があ る。 その時 に

自分 自身で しっか り考 え、周 りの人達 と話 し合い、

解決策を 見つけ出す。難題 を前に諦めて しまって後

悔 す るよ りも、失敗 を繰 り返 してで も難題 への挑戦

を継続 し達 成で きた時、それは必ず人生の糧 とな り、

今後、困難に立ち向か う時 に、応用が利 くか もしれ

ない。周囲が勉強 している ことに焦 りを感 じつつ も、

ア イスホ ヅケー ・水泳 とい う運動系部活を6年 間最

後 まで継続 した ことに全 く後悔はな く、満足 してい

る。学生時代に しかで きない部活 に入 り、その中で

た くさん得 るものがあったのだ か ら。

今や りたい こと、今や れるこ と、今や らなければ

いけない ことを考 えて、 今を大事に生 きれば、 きっ

と充実 した毎 日を楽 しむ ことが出来るはず。

それを教 えて くれたの は旭医II

「旭医で良 いんです。旭医 が良いんです。1

自分にかけがえのない6年 間 を与 えて くれた旭医。

実習等で熱心に教えて くださった先生、共 に喜 びを

分かち 合い、辛い ときは励 まし合って 多 くの ことを

一緒 に乗 り越えて きた同期、部活の先輩、後輩 、学

校関係 者の皆 さん、「どうもあ りが とう」

今後は感謝の気持ちを全力で還元 してい きたい。

最後 にもう 一一言

そ う!!「 旭医が良いんです!!」

一=

卒彙にあたって

医学科第31期卒業生 田 川 晃 司

医 師 としての 人生 を歩 み始 め る

にあた り、ふ と旭 川医大 で過 ご し

た六 年間 を振 り返 る と、 た くさん

の思 い 出が昨 口の こ との ように蘇

って きます。

私 が医師 を 日指 したの は中学生

の とき、 かか りつけの小 児科 の 先

生にあこがれた か らで した。その志 を胸 に、六年前

旭 川医 人の門 をたた きました。 人学 では勉学 に も、

部活動 である弓道 にも熱中 し、非常 に充 実 した毎 日

を過 ごせ ま した。あ っ とい う問に六年 が過 ぎ、気が

つけば もう卒業か、 とい う気持ちでい っぱいです。

充実 した学生生活が送れたの も、 多 くの方 々の支

えがあったか らで した。遠 く旭川の地 で医学 の勉強

をするこ とを支 え続けて くれた両親や'家族、 まった

くの初心者であ った私 を熱心に指導 して くだ さった

弓道の師範の先生や先輩 方、主管にな った地 区体の

運営 に協力して くれた部活 の同期や後輩た ら、国試

対策委 員長の私を 支えて くれた国試対策委 員の仲 間

や クラス メイト、忙 しい中指導 して くだ さった臨床

の 先生 ノ∫、体調がす ぐれない中で私の実習に協 力し

て くだ さった た くさんの患 者さん、実験 ・実習 な ど

を通 して具体的な将来像 を描 かせて くれた小児科 の

先生 方…。 この六年 間た くさんの方 々にお世話 にな

りました。 この場 を借 りてお礼 申 し トげ ます。 これ

か らはお 世話にな った分を精一杯還元 してい こうと

考 えてい ます。

まだ まだ医師 としての スター トラ インに立 ったば

か りですが、 これか らは旭川医大で得たた くさんの

宝物 を胸 に、あの時あ こがれていた小 児科の先生の

ように、子 どもたちに夢 を5一え られ るような小児科

医 として過 ごせ るように 日々努 力 して い きます。 そ

の道の りは決 して平坦 ではないで しょうが、つ ら く

なった ときには旭 川医大で過 ご した、大変だ ったけ

れども思い 出多 くて楽 しかった 日々を思い出 して、

乗 り越 えてい きたい と思 います。六年間 いろいろ と

お世話 にな り、本当にあ りが とうござ いました。
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卒業にあたって

医学科第31期卒業生 中 山 真規子

長いようであっという間だった

6年 間を振 り返ってみると、やは

り5年 生から始まった臨床実習が

強 く印象に残っています。患者さ

ん と実際に触れあい、先生方の仕

事ぶ りを間近 に見て、医師 とい う

仕事、その在 りノ1について考 える

きっかけ とな りま した。

実習で患者さんによ く言われたのが 「頑張 って良

いお医者 さんになってね」 とい う言葉 です。私 はそ

う言 われ るたび、モチベーシ ョンが上がる と同時 に

「良い医者 って どんな医者だ ろう?何 を頑張 れば 良

いのだろう?」 と疑問に感 じもしました。

前 々から私は「広 い視野 を持 った医者 にな りたい」

とは思 ってい ました。 どうして も単科大学 では世界

が狭 くなって しまう気 が して、学外 でバ イ トや趣味

活動 を した り、一人旅 を した り、それ と同時 に大学

も好 きだ ったので部活 に も励 み、委員の仕事 も色 々

や り、友達 とた くさん遊 んで学'1-:ライフを満喫 しま

した。 どれ も大切 な思い出で す。 「もち ろん勉 強 も

必死でや りま した とも!」 定期試験 も国家試 験 も、

もう2度 と受けた くあ りませ んが ・… 。

こんなに充実 した大学 生生活 を送 れたのは 、この

旭川で出会えた 多 くの人 たちのおかげです。特 に同

期 とは6年 とい う長 い期 間 を共 に過 ご して きま し

た。当た り前の ように毎 日大学 に通 い毎 日友達 と会

えた 口々が、かけがえのない 日常 で した。卒業 して

ば らば らにな って しま うのは寂 しいけ れ ど、旭医の

卒業生 として 各地 で活躍 して くれるこ とを願 ってい

ます。私 も負け じと、この先 も「良い医者 とは何 か?」

を考 え続けなが ら頑張 ってい きたいで す。

最後 に、いつ も温か く見守 って くれ た家族 とお世

話 にな った大学 や関連病 院の先生 ノ∫、職 員の方 々、

木当にあ りが とうございま した!後 輩 のみん な旭医

での毎 日を悔 いの無い よう大 切に過 ご していって く

だ さい。

この6年 間は、 とて も楽 し くて実 りあるもので し

た。今、そ う思える ことが幸せ です。
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卒業にあたって

看護学科剃0期卒業生 木 村 喜美子

国家試験 を終 えて少 しほっ とした

今、改めて 「卒業』 について 考える

と、「早 い な あ…」 とい う寂 しい気

持 ち と、 小さい頃 か らの夢だ った保

健 師 として働 ける とい う喜び とが混

在 し、複雑 な気持 ちにな ります。春

か らは4年 間お世話 になった旭川を

離れるこ ととな り、当た り前 だ った学校への道の り

も、プラ タナ ス通 りの きれいな並木の紅葉 も、旭川

の厳 しい冬に見た澄んだ空 に光 るた くさんの星 も、

とて もい とお しく思 えてな りません。

私の 人学生活4年 間は、 入学 する前 に勝手 に持 っ

ていた大学生の イメー ジであるr自 由で気 ままな生

活」 とは大 き くかけ麟れていて、 とて も忙 しく充実

した毎 口で した。講義に参加 し知識 を得た り、実習

では患 者さんを受け持 たせて頂 いた こ とで、疾患 や

看護過程の学習にな ったばか りではな く、様 々な人

生観に触れる ことがで きました。市田」村 ・保健所実

習では、集団に働 きかけ るこ とや、仲間 と協力 して

1つ の大 きな もの を作 り上げ ることの難 しさを学 び

ま した。卒業研究では、1つ のテーマについて深 く

探究する ことの楽 しさを知 りました。勉強ばか りで

はな く、2つ の部活動 に参加 し、運動 が苫手な私で

したが、大学 に入って初めてテニ スに挑戦 し、運動

す ることやチームプ レーの楽 しさを感 じることがで

きました。 また、年2回 の 合唱部 の病院 コソサー ト

では、入院患 者さんや他の観客 の皆 さん と歌を通 し

て一緒 に楽 しい時間 を過ごす ことがで きた と思い ま

す。

この ような忙 しくで も毎 口が充実 して いて楽 しか

った旭 医での生活が、私を成長 させ て くれた と感 じ

ます。しか し、それは決 して 自分だけの 力ではな く、

先生方 、友達 、部活の仲間、家族 な どの大 きな支 え

があったか らこそい うことを強 く感 じ、心か ら感謝

してい ます。 これか らは大学 での思 い出 を大 切に し

なが ら、周囲の支 えに感謝 する気持 らを忘れずに、

多 くの 人に元気 を与 えられ るような人になれる よう

口々遊進 して いきた いと思います。

一 コ

卒業にあたって

看護学科第10期卒業生 小 山 知 美

助産師 にな る とい う夢 をみて、憧

れ であ った旭川医科 大学 に入学 して

か ら今 まで、本当にあ っとい う間の

4年 間で した。ただ 日の前 の ことを

こなす こ とで精一杯 であ・)た私 は、

立 ら止 まって振 り返 る こともな く、

この時 を迎 えて し まった気 が し ま

す。 まだ、卒業す る とい う実感はあ りませ んが、 今

こうして改 めて卒業す るこ とを考える と、当た り前

だ と思 っていた何 気 ないす べて が愛 お し く感 じま

す。 この4年 間で 多くの素敵 な出会いがあ り、 多 く

の こ とを学 ばせていただ きました。4年 間 を構 成す

るす べてが今の私 に とってかけがえのないものであ

り、私 を成長 させて くれたのだ と思 い ます。

その巾で も、6週 間旭川を離れてホテルでs;同 生

活 を した分娩 介助実習は、特 に心 に残 って います。

生 命の誕生 に感動 し、助産 師 という職業への憧れは

強 くなる一hで 、 自分の未熟 さを実感 し、夢 を見失

いそうにな った時 もあ りました。 白分が選 んだ道だ

ったはずなのに、弱音 をnl:いた こ ともあ りました。

そんな とき、いつ もそばには仲間 がいて くれ ました。

そ して、旭川か ら応援 して くれ る同期のみんなの存

在が私 を支 えて くれま した。 木当 に、みんながいて

くれた から乗 り越 える ことがで きた と思い ます。 ま

た、そんな私 を快 く受 け人れて くだ さった産婦 さん

やその ご家族 、知識 や技術 を授けて くだ さ・)た教員

や スタッ7の 方 々には、心か ら感謝 しています。今、

全ての実習を終 えて、この道 を選んで本当に良かっ

た と思 ってい ます。

この4年 問は楽 しいこ とも辛い こ ともいっぱ いあ

りましたが、今振 り返 る と、充実 した 大学生活で し

た。旭 川医科大学 に人学 し、素敵な仲間に恵 まれ、

私は 本当に幸 せであ った と心か ら言え ます。4年 間

ず っと 緒 に頑張 って きた仲間たちは、かけがえの

ない宝物 です。 これ からも人 との出会いを大切 に、

一 日一 日を大切 に、笑顔で過 ご してい きたい とILIい

ます。

私の選 んだ道 を応援 して くれた 多 くの ノ∫々に心か

ら感謝 しています。本当にあ りが とうご ざいました。

R一
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医学科第1学年 萱 場 幸太郎

先 日、旭川医科 大学の前期 入学

試験が行われました。緊張してこ

わばる受験生の顔を 見ながら、自

分がAO入 試で単身旭川に乗 り込ん

で きたときのことを思い出してい

ま した。あの とき、 白分が旭川医科大学の 入試 を終

えてか ら、 早 くも ・年が経過 している ことに驚 きを

覚えます。様 々な行事 ・イベ ン トに もみ くち ゃにさ

れつつ過 ぎた怒涛の一年 で したが、 自分には本 当に

よい もので した。

春 先、 自分 を取 り巻 く環境が 一変 し、 多少 な りと

も不安 に駆 られて いた この時期 。 自分 と同年 代の人

もいれば、 自分の倍以 ト生 きてい る人がいる。 そん

な人たちが同 じ講義室で、同 じ講義 を聴 いている。

高校生 活 では考 え も しな か った 日常の 変化 で した

が、案外すんな りと文1応で きた気が します。 それは

他で もな く学 友の存在があ ったか らだ と思い ます。

L

医師 に必 要な コ ミュニ ケー シ ョン能 力や体 力 な ど

は、部活動や、医大祭な どの イベ ン トで習得せん と

頑張 っています。 部活動 には、高校生 らに引けを取

らないほ ど、心血 を注 ぎ、打ち込 んでいます。それ

も部活動 が 日本一・(?)盛 んな医科大学で あるこの旭

川医科大学 な らではの こ とです、,

学 業面 では、夏 季休 業前の講義 か ら一変 して、 ま

だ入 りロ とはいえ専門的にな ってい く講義 に四 苫八

呂:しなが ら、それで もなん とか食 らいついて いこう

と必死に取 り組 んで きました。それが実 を結んでい

るかは実際 世間に出てみな い とわか りませんが、そ

の過程は確実 に 自分の 力 となって くれています。今

後、 まだ 入 り口 しか 見えて いない この医 師への学問

を通過 してい く中で、 また医師 としての学問 を生涯

続けてい く中で、 この力は 大きな役割 を 果た して く

れ る と信 じてい ます。

あ とひ と月 もすれば、 また次の ステ ップへ と歩み

を進め るこ ととな ります。 この ・年間は環境の変化

に対応 してい くだけの、 いわば受け身の状態 で した

が、今後は能動的に、盒欲 に知識や経験 を吸収 して

いこう と思い ます。

コ一
医学科第1学 年 小 田 虎 賢

関西 人であ る私 は 、4月 なのに

まだ雪 が残 ってい る旭 川に驚 きな

が ら入学 式の 会場 へ 向か っていた

の が一年 前。AO入 試 で 受験 し合

格 を知 って か ら入学 までの半年 も

そ うで した が、友 人が誰 一 人いな

い土地での生活への心配や医学の勉強に対する不安

を抱えながら、私の旭川医科 大学での学生生活は始

まりました。

人学当初から先輩 ノ∫には優 しくしていただき、ま

たよき友人にも恵まれたおかげで春から充実した生

活を送ることができました。 この大学には、別の大

学を途中でやめて来た人や、大学院 まで卒業してさ

らに社会人を経験 してから来た人など、 口本各地か

らいろんなバ ックグラウン ドを持つ人間が集まって

います。自分 と全 く違う経験 を持つ人達から学ぶこ

とは多く、一年間で自分を人間として成長させる大

きな糧にな りました。 また、高校二年生の時にやめ

た陸上競技を再開し始めた時にも先輩方からのア ド

バイスが活きました。いろいろな方 々に支えられた

おかげで、 ・年生で束医体優勝を経験することがで

き、また大好 きなスキーを思う存分楽しむことがで

き、恵 まれた 人学生活一年 目を送 るこ とがで きた と

思 います。

医学の勉強は、中学 高校 でや'・て きた理科 や英語

な どと違 い、今 までや った ことの ない分野の勉強 な

のでいろいろ苦労 しま した。埋解 を深めて 自分で発

展 させ ていかなければな らないこ とと覚 えることの

組 み合わせ、そ してなに より景 が多い。それで も、

医学全体 や医師 にな ることを考える と ・年生でや っ

た内容 はご く一部 に過 ぎないのだか ら、弱音を吐か

ず勉強 しよう!と 考 える方がベ ターなの だ と、今の

私 は思 っています。 先輩 ノJから教 えていただいた勉

強 方法や探 して きた情報 を活か して友達 と 緒 に悩

んで解決 してい くこ とは、実は楽 しい ことなのだ と

チ ュー トリアルや試験 を通 じて知る ことがで きたの

も良かった と感 じてい ます。

また、授業 でわか らない ところを先生 に質問 に行

くと必 ず質問以 外の色 々な話 をして くだ さり、OB・

OGの 医師 の方 々との 交流 の場 も多 く、知識 だけで

な く社会性 を身 につけ る場 として も良い環境だ とILI

い ました。

実 りの 多い一年 に したい という思いで九旦川にや っ

て きましたが、歩んで きた道 を振 り返 る と 年 前の

自分が想 像 していた以上 に素敵な一年で した。 そし

て また春 がや って きて、新 しい仲間がや って きます。

周 りの方 々に支 え られて楽 しい人学生活を送 るこ と

がで きました。次 は 白分 が支 え られ るように一生懸

命頑張 って 口 々過 ご してい きた い と思い ます。
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一年を振 り返って

看護学科第学1年 黒 木 香 織

「看 護師 にな ろ う」 と決意 した

のが一咋年 の10月 。バ タバ タ と、

セソ ター試験 、二 次試験 、合格発

表、 入学 一 ・・と時は過 ぎ、気 が つ

けば 、 な年 生 になろ う と してい ま

す。

この旭川医科人学は私にとって こ校 目の人学 とな

りますが、その大学生活は前回のそれとは様 々な面

において異なる様相を呈しています。まずあげ られ

るのは、求められる自己学習の多さです。予習、復
へ 習をはじめ、課されるレポー トの多さといったらあ

りません。そして、一般の大学 と大きく異なる点は、

看護技術学や基礎看護実習など、実践的な授業があ

ることでしょう。一年生では、最初に基礎看護技術

学を学び、その後、一週間の基礎看護実習が行われ

ましたが、そこでは、自分の知識の不足、技術の未

熟さを日の当たりにしました。学んだはずのことが

思い出せない、 自分 が 日に した患者 さんの状態を正

確に表現 で きない、伝 え られない。患者 さんの援 助

がで きないばか りか、情報の共有す らままな らず、

もどか し く、悔 しい思 いが募 りま した。 自分 には、

知識、技術 、正確 な表現 力、観察力、 など、 多 くの

ものが不足 している と痛感 しま した。 しか し、 多 く

の患 者 さん と出会い、医療の現場 を直 に体感で きた

こ とは とて も貴重 であ り、今後の学習や 自分が医療

に従事 した際の礎 に してい きたい と思 います。

振 り返 ってみ る と、常 に、「看護 とは何 か」 と考

えさせ られた一年 で した。 良い医療 人 とは、知識 ・

経験(技 術)・ 人間性 のバランスが取 れた 人であ り、

そ して、看護 ほ ど自分 とい う人間性の現れ る仕事は

他にない といいます。 そ こに至 るまでの道の りは険

し く、辛 いこ とも沢lllあ るで し ょうが、だ からこそ、

学校での授 業や 自己学習 を始め、 その他、様 々な活

動に積極的に取 り組 んでい きた い と思 います。そ し

て、出来ない こと、足 りない もの を 一つずつ補いな

が ら、同 じ目標 を持 つ仲 間たち と切磋琢磨 し、残 さ

れた時間を有意義 に過 ご してい きたい と思い ます。

1
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一年を振 り返 って

へ

看護学科第1学年 杉 岡 詩 織

早 い もので4月 に入学 して か ら

1年 が経 とうとしてい ます。今思

えば、 この1年 間は毎 日が新 しい

ことの連続 で あ っ とい う間 に過 ぎ

去っていったな と思い ます。

入学 して か ら夏 休み まで は、不

慣れな大学生活や一人暮 らしに戸惑い辛いこともあ

りましたが、大学で出会った新しい友人た らと楽 し

い日々を過ごしているうちに怒涛のように過ぎ去っ

ていきました。

夏休みが明け、人学生になって初めてのテストを迎

えました。初めてのテストに不安でいっぱいでした

が、友人や先輩 と励ましあいながら最後まで頑張 り

抜 くことができました。

そして、後期とな り、初めての実習が行われまし

た。実際に病院で実習を行うと、わからないことだ

らけで自分のいたらなさを痛感しました。そのよう

な実習でしたが、多 くの患者さんや看護師さんと出

会い、人に看護するということのこの難しさもやり

がいを学べました。実習中にある患者さんから 「こ

の仕事は人の命がかかっているから大変だ」 と言わ

れました。私は、その言葉を聞いて医療職は人の命

がかかっているとても難 しい仕事なのだ ということ

を改めて自覚し、より積極的に勉強や看護技術の練

習に励まなければいけないと思いました。

実習が終わるとレポー トにおわれる日々が続き、

気がついたら冬休み、後期試験になったように思い

ます。

このように私の旭医生 としての1年 はあっという

間に過ぎ去 っていきました。1年 前の私にとって看

護師 という仕事はあこがれでしかあ りませんでした

が、この1年 間で夢が少 しだけ現実に近づいた と思

います。来年度からはより多くの専門的な内容を学

ぶこととな り、テストや実習も大変になると思いま

す。この1年 で学んできたことを土台 とし、これか

らも多くのことを吸収 していきたいと思います。

残 りの3年 間もあっという間に過ぎ去っていくと

思いますが、1目1口 を大切にし、充実 した大学生

活を送r)て いきたいと思います。

i
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定年退職にあたって

病理学講座 腫瘍病理分野

平成21年3月3旧 を もち まして定年退職す るこ と

とな りました。昭和63年4月1日 付 で病理学第一講

座(現 在び)病理 学講座 腫瘍病理 分野)の 第2代 目教

授(第 ・代 目は、故 下 田晶 久教授)を 担 当す るこ

とになって以来、2且年 間在職 した ことにな ります。

本学 に採用いただ き、 多 くの方 々にご支援 ご協 力い

ただ きな が ら存分に仕事 をす ることがで きま した こ

とに深 く感謝 中 し上 げ ます。

教育の面では、 この間2000人 以上 の学生 に対 して

病理学の講義 をして きた ことにな り、最初の頃の学

生 はすで に40代 の脂のの りきった医 師 ・医学者 とし

て頼 もしく活躍 してお ります。 その中には病埋学の

分野 に進 んだ 人も数 多 く出て斯界で活躍 しているこ

とについて もうれ し く思い ます。 いろいろの機会 で

話 して きま した が、病理学 は空 港でい うと管制塔の

ような もので、医療の良 し悪 しは病理 次第 で決 まる

と言って も過言 ではあ りません。 今後 も病理学マ イ

ン ドを持 った医師 ・医学者が数 多 く育 って くれる こ

とを期 待 します。学生生活では競技 スキー部、合piii

部 な どの顧問 を して 多 くの学生 と楽 し く過 ご してCS

ました。学 生の ノ∫々は何で も良いですか ら トップを

日指 して頑張 って ドさい。

私の研究 のテーマはr癌 は生体の巾に どの ように

してで きて くるのか』 というこ とですが、 これは裏

返せば 『どうすれば癌 にな らず にすむか』 とい うこ

とにな ります。 この課題 に取 り組んで きてかな りの

成果を上 げる ことがで きた もの と自負 してお ります

が、それで も私 ので きたこ とは微 々た るものです。

このテーマは永遠 のテーマであ り、若い方 々が さら

に発展 させて くれるこ とを期待 します。

21年 間の研究生活 を振 り返 る と歴 史的変革の時 代

を過 した と思います。特 に大 きかった ものの ・つは

ITの 進 歩で、ITは 科学 の 世界に 大 きな変革 を もた

らし、新 しい科学情報 がた らま らに地球上 の どこか

らで もア クセ スで きる時代 にな りました。 しか し、

教授 小 川 勝 洋

情報 があ まりにも多す ぎで1青報 に振 り回されて 自分

を見失 うことに もな りかねない時代 で、白分の足場

をしっか り構 え、そ こか ら世 界を見つめ るこ とがま

す ます 人切 だ と感 じてい ます。 また、 今ひ とつはゲ

ノム情報 で、 多くの生物のゲ ノム情報 が解明 され、

そのデー タベー スを活用 して研究 がで きるようにな

り、生命科学の研究は ます ますお もしろい時代を迎

えてい ます。若 い人たち には生涯 に最低 ・度は研 究

に没頭する時期 を持 つこ とをお勧め します。私 も研

究は迷惑 にな らない程度 に続け るつ もりでい ます。

大学 の管理運営 に関 しては、平成15年 か ら図書館

長 ・学長補 佐、平成16年 からは副学 長 として関 って

きました。 図書館 長時代で 大きか った ことは、電子

ジャーナ ルの 充実 と機関 リボジ トリAMCoRの 立上

げで した。 本学は 図書jワ算が図 書館 に集約 していた

こ とが幸 い して電 了 ジャーナル化の推進 が比較的容

易で したが、予算 面で配慮 いただいた ことも人 きか

った と思います。 おかげで図書館の利用 方法が大 き

く変 わ り、 各自のPCが 高度機能 を備 えた 図書館 に

なった感 があ ります。 また、AMCoRは 本学が蓄積

して きた研 究成果 ・教育材料を社会に発信 して行 く

という意味において本学のあ り方に大 きな変 革を も

た らす 可能性 があ ります。平成16年 か ら本学 は国立

大学法 人 とな りま したが、 その準備に も関 って きま

した。法 人化は 人学改革の 良い きっかけで したが、

厳 しい評価 を受 ける ことや大学予算が縮減 される と

いう人変困難な時 代を迎 え ました。本学 には他の大

学 にはない様 々な特徴 があ りますのでそれ らをおお

いに生 かして難局を乗 り切 って いただ きたい と思い

ます。

最後 にな りますが、 今後 とも旭川医科人学 が 日本

の北 に きら りと光る大学 であ り続け るこ とをお祈 り

します。長い間ほん とうにあ りが とうござい ました。

心 よ りお礼申し上げ ます。
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定年退職にあたって

外科学講座 消化器病態外科学分野

本年3月31日 を もって、 いよい よ定 年退職 を迎 え

ることにな りました。昭和50年4月1日 の辞令で旭

川医大 に赴任 してかCJe)e7年が過 ぎることにな り、誠

に月 日の過 ぎるの は甲い もの と実感 してお ります、,

返 り見ます と、初 代教授 水戸先生、助教授 故関 口先

生(前 北海 道 血液セ ソ タ…所長)、 江端現 札幌徳洲

会名誉院長、草野現昭=和大学外科教授 と小生の5人

が北 大よ り着任 し、教室の立 ら上げに取 りかか り、

昭和51年11月1日 の病院 オープ ンに合わせ て全ス タ

ッフll人 が揃 い、不安 と期待に緊張 しつつ開院 を迎

えましたの も昨 日の事の様です。 開院初 日はみぞれ

混 じりの寒い 口に玄関 前で オープニン グセレモニー

がT1わ れ、その 日の道新の夕刊には、予想 よ りも少

ない外来数70余 名 と報 じられてい ました。最 初は両

外科 合わせて50床 で始 ま り、2年 後 に単科44床 で フ

ル稼働体制 とな りま した。当時 の手術記録 をみ る と、

記念すべ き第1例 目が乳腺の生検 を小生 がや った事

になってい ました。 オープ ンしたての手術場の使 い

始めで緊張 してや った記憶 があ ります。3年 後には

手術件数 も270件 程度 とな り、 昭和54年 にはい よい

よ待望の一 期生が加わ り、本 格的 な新 しい教室づ く

りが始 ま りました。大学の使命である教育 ・研究 ・

診療の イ本柱の幹 を太 くするべ く、 教室が一丸 とな

ってその伝統づ くりに無我夢 中で歩み 出しました。

卒業生 も始 めの頃は何 をするに もサ ンプ ルのない初

めての事 で、何か ととまどいの 多い事ではあ ったの

で し ょうが、誕生 したての我 が大学 を何 として も立

派に育てあげよう との、その若 々しいエ ネルギーに

満ちあふれた自由闊達 な気風 はその まま伝統 らしさ

に育 ってい きました。 卒業生 も毎年5～6人 つつ増

え、地域医療の応援 と臨床研修 を兼ねた大学 を中心

としたロー テー シ ョンに より旭川医大 も少 しつつ認

知 されてい きました。初 めの頃は、地 方で旭 川医大

の話 しを して も全 く通 じず、旭川市内の民間病院 の

ノ∫が有 名で、寂 し くまた悔 しい思いを した ものです。

教授 葛 西 眞 一・

教室の開講8年 日に 日本移植学会 を主催 する機会 に

恵 まれ ま したが、学 会 といえば某宗教団 体の催 しも

の と勘違い され る有様 で、世 間の医学、医大の認知

度はその程 度だ ・)たのです。

遅 々とした歩 みの毎 日か らは、変化の 人 きさは感

じられ ませんが、10年 、20年 、30年 という節[で 見

ます と、医療 を取 りま く環境の変 化 とともに、我 々

の周辺 も大き く動 いている ことに気づ か され ます。

「名義 貸 し」 とい う我 々に とって は全 く不本意な出

来事でひ どい医局 バ ッシン グの洗礼 を受け、続 く新

卒後臨床研修制度や 国立大学の法 人化、医療 費 亡国

論な どで大学 の医局 は厳 しさを増 し、地域医療 の支

援に支障 を来す ようにな り、今や 大学 の使命を企 う

す る事 が大変 困難 にな・・て きました。地 ノJの町 ・村

長 さんが、私達 は何年待てば大学か らの医師 を派遣

して 貰えるんだ と悲痛な声で訴えていかれ ます。 も

う少 し待 って下 さい との御返事 も十 分に果 たせぬま

まにな ってい ます。地域医療 を支 えるとい う本学の

使命は極 めて厳 しい状況にあ ります。 開学30年 余 り

に して この様 な 医療環境 を迎 える こ とに なろ う と

は、誰iが予測 しえたで しょうか。

奇 しくもこの厳 しい環境の中で、我 々は 自分たち

が育んで きた一期生の学長を、全国で初めて迎 える

ことがで きま した。 この事は、卒業生のモチベ ー シ

ョンを 多いに燃 えたたせたのではないで しょうか。

今や多 くの卒業生が国内 ・外の第一線 で活躍 してい

ます。新 入't'.の地域出身枠 も大 幅に増 え ました,,今

こそ、 この若 いエ ネルギーに大学 のll性 を託 し、 こ

の危機 を乗 り越 えられ る様 多いな る期 待を寄せ たい

と思 います。

最後 に、公私 ともに これ までに頂 いた皆 々様の暖

かい御 支援 ・御厚情 に心 よ り感謝 と御礼 を 申 しあ

げ、幸 多か らん ことを祈念申 しあげま して、退職の

御挨拶 とさせて頂 きます。誠 にあ りが とうござい ま

した。
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退職にあたって

脳神経外科学講座

平成21年3月31日 付で、定イト退職 を迎 え ます。昭

和53年4月1口 に本学脳神経 外科 の初 代教授米増祐

吉先生の もとに、講師 として九州 より赴任 してか ら、

31年 にな ろう としてい ます。鹿 児島で生 まれ、福岡

で学生時代 を過 ごした 自分に、 日本 で最北端の医科

大学があ る極寒の旭 川で牛活 で きるのだ ろうか とと

て も不安で した。 しか し、旭 川での生活 に慣れてみ

る と、春夏秋 冬がはっ きりと円に映 る素晴 らしい 自

然 と、 人情の厚 い土地柄 にすっか り馴染んで しま し

ま した。私の 専門は、機能的脳神経外科学ですが、

北海道 には脳 血管障害 と、進行性の脳腫瘍の症 例が

多 く、旭 川に来てか らは多 くの症例 を経験 させてい

ただ きま した。私の得意な、止常脳機能 を温存する

機能的脳 神経外科の知識 をおおい に活用 させて、ニ

ューロナビゲー シ ョンを用いて、 可能な限 り脳 の正

常機 能 を温存す る手術 を行 いました。 平成9年ll月

に、米増教授の こ退官後の脳神経 外科 を担 当 させて

いただ くこ とにな りま した。脳lnL管障害 、脳腫瘍、

小児脳神経外科、機能的脳 神経 外科、先 天奇形、脳

外傷、血管内外科 と、道北 ・道東 で唯一 の医科 大学

におけ る脳神経外科の守備範 囲は とて も広 く、少な

いスタッフで カバーす るのは とて も大変 で した。 こ

の厳 しい環境 の巾で、 ・騎 当千の有能 な教室 員がた

くさん育 ・・て くれ ました。特 に、3年 前 か ら稼働 し

た救急 部 と周産期 母子セン ター との連携で、 多 くの

困難な症 例を助 け ることがで きました。私の専門分

野で もあ る、 てんかんの外科 治療 は、発作消失率が

75%と 国際水準に達 して、 国際的 なてんかんの教科

書(米 国)に も、旭 川医科大学てんかんセ ンクー と

して記載 され ました。 てん かんの甚礎 研究 も地道 な

努力 を続 けま したが、教hか ら口本てんかん学 会の

学 会賞 である、Juhn&MaryWADA奨 励賞 を3人

受賞 で きたこ ともうれ しい思 い出です。 これ も、ひ

とえに旭 川医科大学の関連科の諸 先生 ノ∫をは じめ同

門の先生 ノ1や関速病院の真摯なご努力 とご協 力があ

った か らこそ、初めて可能になった ことと、心 よ り

教授 田 中 達 也

感謝 してい ます。 しかし、新臨床研 修医制度 が施丁」

されてか らは、若 い人材確保は、大 変な状況 にな っ

てい ます。特 に、 くも膜 ド出血、脳 出血 、脳外傷、

小 児救急 な どの救急医療や、脳ヘルニア寸前の直径

7cm以 上 もあるよ うな巨 人脳 腫瘍 の手術は、24時 間

いつで も発生 します。手術に割 かれる医師の残 りで、

診療 、教育、研究 と大変忙 しい毎 日を送 りま した。

しか し、楽 しい思 い出 もた くさんで きました。基礎

研究棟の8階 教授室の 真正面 に、素晴 らしい人勇連

峰 と十勝連峰が連な ってい ます。雲一 つない晴天 の

時 は、四季折 々の大雪lllの写真 を、窓 を広 く開けて

撮影 し、 千枚以 トの コレクションにな りました。 ま

た、正面手前には、グ リーンヒルテニ スグラブが 目

に飛び込み ます。 当然テニスス クー ル(夜8時 か ら

び)コー ス)に 入学 しま した。時間が十分に取 れず、

月に3回 位 しか受講 で きませんで したが、 圭野 コー

チの激 しい特訓 に耐 え、旭 川市民 大会の市政IOO周

年記念人会で3位 、北海道 ドク ター ズ大 会で優勝 し

ました。まぐれ も手伝 っての記録だ と思 ってい ます。

平成17年 か らは、私 が 口本てんかん学 会埋 事長に

選ばれて、国内 ・国外の出張が飛躍 的に増 加 しま し

た。 とこ7)が 、救急医療の増 加 も相 まって、手術件

数 も右肩上 が りに増加 して きました。研'藷:隊は病院

での重 責を立派 に果た して、 しか も病院運営での脳

神経 外科 の診療成績を上 方に更新 してい ます。 日夜

の激 しい勤務 にもひるむ ことな く、道北 ・道 東の脳

神経 外科医療 を守 るためにひたす ら努力 して くれた

旭 川医科大学卒業生で、旭川医科 大学脳神経外科を

こよな く愛 して いる教室 員には、心 よ り感謝 してい

ます。 大学 も大学法人 とな り、昔の旭川医科大学 と

は大 きく様変わ りして きましたが、道北 ・道東 の医

学教育、研究、地域 医療 並び に高度 先進医療 の要 と

して、益 々発展 される ことと思 います。31年 にわた

る皆様の ご厚情 とご支援 に心 よ り感謝 と御礼を申 し

上げ ます。
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本年3月31日(火)を もちまして定年退職されます、外科学

講座消化器病態外科学分野 葛西眞一 教授の「消化器外科

30年 の歩みを振 り返って」と題しました最終講義が2月26日

(木)15時00分 から、病理学講座腫瘍病理分野 小川勝洋 教

授の「生体内における癌のでき方」と題 しました最終講義が2

月27日(金)15時00分 から、看護学科棟大講義室において開催

されました。また、脳神経外科学講座 田中達也 教授の「てん

かんの外科治療一基礎研究から臨床ヘー」と題 しました最終講

義が3月10日(火)14時OO分 から臨床講義棟第3講 義室にお

いて開催されました。

それぞれの教育 ・研究・診療を振 り返りながらの最終講義に

は長い間の貴重な経験を基に、これか らの旭川医科大学に向け

たエールを感 じることができま した。講義の最後には、様々な

場面でお世話になった学生・職員から沢山の花束が贈られ講義

室をあとにされました。
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外国人留学生冬季交流事業が実施されました
平成20年 度外国人冬季交流

事業が、2月12日(木)・13日(金)

の両 日にわたり、本学に留学 し

ている学生とその家族及び関係

事務職員、並びに本学に研究者

として在籍する外国人とその家

族の計27名 が参加 し実施 され

ました。

これは、冬の北海道の名物である流氷と代表的なイ

ベン トである氷湯まつ りを見学 してもらい、北海道の

厳 しい寒さと大学近郊の特徴に理解を深めなが ら、温

泉施設に宿泊し他国の留学生同士の交流及び外国人留

学生と教職員との交流を図ることを目的としたもので

す。

今 回、参 加 いた

だ い た 外 国 人 の

方 々 の国 籍 は、韓

国 ・中 国 ・タイ ・モ

ンゴル ・イラク ・エ

ジプ ト・カメ ルー

ン ・フ ラ ン ス の8

力 国 にわ た り、国

物
御

℃
り

一 「 一「

./ｺ, の

渦 酔sJ瓦

葎 『・

r了 「

9
角

際色豊かな交流事業となりました。

獅 雛
聾

隔 争

;脅

当日は朝バスで紋別市へむかい、オホーツクタワー

を見学後、流氷砕氷船に乗りました。流氷を観るのは初

めてという方がほとん どで、数日前に着岸 したとの情

報もあったことから楽 しみにしていま したが、あいに

く流氷は風に押 し戻され、遙か遠くに行って しまい、残

念ながら肉眼で観ることはできませんでした。その後、

氷湯まつりが開催されている上川町層雲峡温泉へむか

い、宿泊施設にて夕方から開催された交流会では終始

和やかな雰囲気というよりは大変賑やかな中で情報・

意見交換が行われました。
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平成20年 度1年 の あゆみ

ψ
入学式

4月4日(金)

甘
.、

医学科入学者
看護学科入学者

看護学科3年 次編入学者

新入生

合 同研修会

4月7日(月)
8日(火)

90名

60名

10名

手話の演習

BLS十AED

X33回

医 大 祭

6月13日(金)

14日(土)

15日(日)

sρ 「「rμ り

健康チェック

第55回

北 海 道 地 区 大 学体 育大 会

(分担種目バスケットボール)

7月4日(金),5日(土),6日(日)

競技風景

競技風景

ギター部

古本市

音楽の夕べ

7月26日(土)

合唱部

フ リー マ ー ケ ッ ト

室内合奏団

ブラスアンサンブル

1fi
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平成20年 度1年 の あゆみ

詳1

バスケットボール

解剖体慰霊式

9月17日(水)

体育大会

8月27日(水)

バ レーボール

ハン ドボール

圏 ・
.鈎

サ ツカ ー

騨譲
医学科第2年 次後期

編入学生入学式

10名
10月1日(水)

ユ
ζ

晦鵜 醗属
2潅

脳

学生 リーダーシップ賞表彰

1月9日(金)

ニ ューイ ヤ ー コ ンサ ー ト

1月17日(土)

琴聾 ま
鍔 攣 響 二

。 炉欝

1
_1

苗㌦,〃

瀞 一
脳,

ク リス マ ス

コ ンサ ー ト

12月13日(土)

12月20日(土)

室内合奏団

合唱部

ブラスアンサンブル

学位記授与式 医学科101名

3月25日(水)看 護学科68名
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欝 撚. 、騰 懸
、

本学が薦めている保険の概要は、ド記の図のとおりです。

磁一 鰹イブ※3陪郁分
轍一 獄尉し業故を禰償内容

償

額

補

金

掛金

加入

の

是非

死亡補償金Aタ イプBタ イプ300万 円

対人賠償Aタ イプ ・Bタ イプ1億 円限度

対物賠償Aタ イプ ・Bタ イプ1億 円限度

感染予防費用 保険期間中50万 円

学生生活のしおりを参照して ください。

看護学科/医 学科第1～4学 年 任意加入

医学科5・6学 年 加入を義務付けている(臨 床実習

4)た め)

※学生教育研究災害傷害保険及び医学生教育研究賠償

責任保険(医 学賠)に 加入していること。

⑭櫛 鞭㎜}避 凝懲㎜ 分

内容

償

額

補

金

掛金

加人

の

是非

鑑篠蝋、湧轍懸臨蝋い遡撃㈱ も＼仙訳尋ごケガを謎せた

燃聡撒凝辮 ㈱ 灘 職徽 糠搬る法律上の損讐

麟纏融祷償

対人賠償と対物賠償合わせて1事 故につき1億 円

6年 間3,000円4年 間2,000円 ※1年 間500円

入学時加入を義務付けている

※学生教育研究災宮傷r,保 険に加人していること

遡離一門/、!獣 謙繊槽瑚粉

内容

償

額

補

金

掛金

加入
の
是非

贈}掌校癒薫曲に木人が

死亡補償金

傷害補償金

正課中2,000万 円

課外活動中1,000/円

正課中 治療fl数4日 以 トから

課外活動巾 治療 口数14口 以上から

入院1口4,000円

6年 間5,900円A年 間3,900円

入学時加入を義務付けている

詳細については、学生支援課学生係にお尋ね願います。

本学では、学生諸君の学生生活及び 日常生活に対して

ト図のような保険を用意 して、加入を薦めてお ります。

①学生教育研究災害障害保険(学 研災)は 、学生生活中

に負った本人の傷害等の保険です。加人を義務付けてお

ります。

②医学生教育研究賠償責任保険(医 学賠)は 、学生生活

中に他人から損害賠償を求め られた場合の賠償補償保険

です。加入を義務付けております。

③学研災付帯学生生活総合保険A・Bタ イプは、口常生

活24時間をカバーする傷害保険 と賠償補償保険です。

加入は任意ですが、医学科5・6学 年は臨床実習に備え

加入を義務付けております。

日本学生支援機構は、優秀な学生で経済的な理

由で就学困難な者に学資を貸与しています。

本学では、 口本学生支援機構からの推薦依頼に

基づき、出願者の種 々の条件を考慮 して選考を行

い、日本学生支援機構へ推薦します。ただし、 日

本学生支援機構では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定め られており、その資格があ っても採用

枠の関係で推薦できない場合があります。

平成21年 度の募集説明は4月15日(水)午 後5時

か ら看護学科大講義室において実施 します。希望

者は必ず出席 して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生じた場合は、学生支援

課学生係に相談 して ください。

漉び

平成21年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生支援課学生係にて必要書類

を受け取 り、申請期限までに提出してください。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

O経 済的理由で授業料納入が困難であ り、かつ学

力優秀と認め られる場合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が

死亡、又は風水害等の災害を受け、授業料納付

が著 しく困難であると認められる場合

なお、このことについては、公用掲示板にも2

月13日(金)よ り掲示 してありますので確認 して

ください。

また、不明な点は、学生支援課学生係に問い

合わせ願います。

中 請 期 限 在学生'F成21年3月31口(火)

新入生 平成21年4月13日(月)

※授業料滞納者の授業料免除申請は、受理で きま

せんのでご注意 ください。
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授 業料 を2期 滞納 し所定 の期 日まで に納入 されな

い場 合には、除籍 とな ります。

この取扱 いは、平成17年 度 か ら適用 されています

ので、'1'成21年4月1日 において授業料 を2期 以上

滞納 している場合、平成21年9月30口 をもって除籍

とな ります。

以後授業料納期である6か 月ごとに適用されます

ので、授業料の支払計画をきちん と立てるようご留

意 ください。

(学生支援課)

卸

、

蝋 鱒鯉 鯛 購 勲 ＼, い識 蛾・w'㌔旧

皆 さん、 ご入学 おめで とうござい ます。我 々、新

歓委員は右 も左 もわか らないであろ う新 入生の皆 さ

んのために新入生歓迎 合宿 とい うものを用意 してい

ます。 口程 としては、 入学式の翌 日か らなので4月

11日(土)、12口(口)に 行 います。 気になる内容 につ

いてなんですが、 まず、学内では大学 見学 、部活紹

介、 出店 といった行事があ ります。 ひ とつずつ補足

してい きます と、 人学 見学 では ・年生 が使 う教室な

どを私たちが案 内 します。 部活紹介 はその名の通 り

数 多 くある部活が皆 さんを勧 誘 しよう と趣 向をこら

した部の発表 を して くれ ます。 出店 というのは部活

などに 自分の メールア ドレスを教 えた りす る感 じで

すね。 そこで沢山の部 活に○Obい てお くと後 々い

い ことがあ るかも しれませんよ??

続 いて、 ビューサ イ ドホテル1時 屋亭」に場所 を

移動 します。そ こでは、みん なで食事 した り盛 り上

が った りと新入生同士 の距離 が ぐっ と縮 ま ること請

け合いです。 また、 大学 よ りもさらに積極 的な 「乱

入1と いう部活の勧誘 があ るので気になる部活 には

どん どん顔 を出 してみ て くだ さい。

ここで書いただけで はどんな行事 かまだつかめ な

新入生歓迎実行委員会

いということも多いでしょうが、 この新歓合宿に参

加 したことがきっかけで仲の良い友達を見つけた

り、自分にあった部活を決めたりした先輩 も沢山い

るようです。参加して後悔させることのないように

我々新歓委員は入念に準備をしてきました。ぜひ参

加して旭川医科大学での生活を楽 しいものにして く

ださい!!

麟

臥＼脳
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言ト 報
.

小ぐ}た71誉 教 」・芝厄∫〔田 ・典 ⊥C

(宇:年82才 り に は 、 平 成21年

1,∫181i(li)、}=冠 互ノミごき才/薄ミ

し.た 。

こ二こ二{二謹/L置 ぐ哀 十卓(ノ),LIL.:を}ノミ

し ま す 。

11弓氏 仁よ、II;不051f「 ・11-」1卜{

イ㌧ぐ'}た ・舟ε芝教 角寸(歴 史)孝 交キ:乏1二

京七f「 さ 才1、 可云b～ζ6{「3月31rl

定 年 に 、kり 退'['1ρ、 同 年4月1日 本 学 名 誉.教 授 の 称F,

を 授 ケ さ れ ま し、プ'二。 こ の 間 、永 年 に わ た 一・,て 、教 育 ・

研 究 に 従 事 し 、 ・ド学 二の 発 展 に 多 メくン{よ貞 献 を な さ れ.ま

1.た 、、

特 に 、学 術 研 究 而 で は 日 本 近 代 史 の 分 野 に お い て 、

..1ヒ～毎」直」也1}或・更、 と り 才)`ナ 謎工itこ⊥.リ」∫爺`ノ)二1ヒ～∫ゆjf窪「用 す石〔ノ)1押ミ

史 、 十L幌ll∫ 及 び 旭 川 市 ♂)歴 史 の 研'究 に 尽 力 さ れ ま し

プニ。 日 本 史 ・世 界 史 と 二1ヒ～毎好宜㌧と三、ヒ・ノ)1昌llこイ」唾幾 白勺陪慰L遵至

・～.・求 め る ・そ一(ノ)独創 的 な 研 究 手一法1よ 高 くIJ平r.さ れ 、 後

続 の 若 い 研 究 昌『に 多 く の 指 針 を ケ・え まコ.た 、,

ま た 、 旭 川 市 史 編 さ ん の 顕 薯 な 功 績 に よ り 、{λ成:・;

年・11月 に 胆 川 市 文fヒ 奨 励 賞 、'1冗 成15fl.・11月 に ノ[i川lili

文 丁ヒ'.賞'を・受'肖 〔さ オ1:コミしr二fl

こ の 度 、 生.前(ノ)」力績 に 上 り 、Iiヨ1q位1∫lll}'i」:中1受・置 を'

授 賞 さ れ よL.た 、、

(番怨 イ1芳【;果)

教 員 の 異 動

〈〉II21.2.1

レ1・1「:,,・.f4さlll才 台 嬬 白「fl≦ ～佳.教4'受 ノ」・」ヒ1自:'、 ク三

OH'_'1.:;.1

冒・1「:4丙1続f寝 中 マ台り式凝剖; iil4}自1けlr司llI
髪
ー

」

、i;.1で1' ・1/」1り 」∫年 に!1ヅi: .卜jlf4∫1舌 重力(ごfll'活),,p.

・IJ一そ)1 ・Jlf本〔ノ)llfl':VI・( .仁、 」 月 叫Il二 「'Yプi: .「Jlr～卜尉墨乖ノセ届1

る・"fニノL芝 歩愛ll果"1「ソi:.併 こ「.イ霞}IIL.冒'cド さG・ ⊂、 右:才 」、 糸1求予党

届 を 提 川 ヒ、な い ト」』1体 は 活 動 を 停[LLた と'rl」 断 し 廃1'1=ll

とL:「 虹 一」幽1二、

尋〔/:二、 斗ξ斤丹il.1.二'γ:ノ1:.卜Jir本(ノ)「∫乏 、星五ろ∫希』L}1_L'」一そ)「学臼ノヒ11、

1月1い1二";た ノ1=..乞才ノ乏1‡果{芋 二ILf,`r:1二 「"}∫ブi:.卜tlでイ㍉;{と,'/.恥i1イL・

凋己昌IL.一(ド さ ㌧ ㌦,ズ ユ=才;、:n.u'Z、'!:fiii(ノ)手是 昌}}Llj・1.二～iri!OJI人】`fi二

':奮1二1莫卜1一 る

,診色H月 ろ ・ノ}ミy』)る1易L1カ 、誰)り:」 乏す(ノ)"c～ 舌 亜方

内 容 が 同 じ 様 な 団 体 が あ る 」 等 、 安 易 な 団 体 設 、レ:け、

鉢董1-1-』一ぐ ド さ ㌧ ・、、各 届1時 川1糸氏1.よ一rニノ1三芝}境 置果1.=1ζろ り 」ミ「・恥、、

貴重品保管庫を設置しました

こ の 度 、 学 生 玄 関 ロ ヒ噛P一に 貴 重 品 保 管 庫 を 設 置L

ま:1./:二、,

こ れ は 、L足 解 禁 と な り シ コー一・/,'llヅ カ ・一力・廃 棄

さ 才ヒtニト入♂呈一 ㌧くF二 で不こでf負111亨等 を・何!用r上 三ζ)'学:!1・.力玉し夏衣 室

に 貴 屯nt「1を 置 い た ま ま 運 動 を1.た 場 含 に 紛 失 等 の ト

ごントブノレを・」サ宝⊃`」一ノ三)r二し～～){、ニーi11?とf亡三亡し ノろ二.{,〔ノ)一一(∫一・∫』。

r吏川1ノ∫浸ξ1こ・)き まこし 一て諸.よ、f舞ミ午筆飼巨fナjj工1二言蛤口月 註}カ～

貝占つ 一((偽 り ま す の で 熟 読(ノ)う 舜.f史Xl1L.一 ぐ ト'さ/㌦,Zよ

お 、-1一 ン ベ ー・[・ソ γ⊂わ た め 個 々 に 鍛 が 伺畠い て山お り ま

・し七/1
.J)て 〒rlク〉一ぐ轟1と'辻三Lノ ニ番 く;.G才/-」 慧.二f吏月1[.'(ド

さ い り(扉 を 開 け る 時 、31・r連 続 で 間 違 蹄 る 、1=1:暴発

し ま す 。 ・・一 ドノ'ノで す 。)

本 来 、 貴 ・重:nnnlj:it占1ノ＼(ノ)ロ いノ』々 一¶.幽C保1ド㌃◎-」一!＼、誉,ヒLこ

ろ で す が 、 通 常 身 に 付 け.て い る よ う な 小 物 な 、!ごの う

ち 貴 重 品 を ・時 的 に 保 管 す る た め の 保 管 庫 な ・ノ)で 、

他 の 使 用 昌'の 迷 惑 と な る 上 う な 個 人 的 ・tに占 イェ.(長 時

間 の 使 用)は 避 け て ト さ い 、,
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